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研究成果の概要（和文）：本研究課題の達成によって、1950～60年代のテレビは、文学者をはじめとする知識人
層が期待を寄せていたメディアであったことが明らかになった。当時のテレビは、芸術的な表現を大衆に直接伝
達することが可能なメディアとしての側面も持っていたのである。その期待は、当時活発だった芸術祭に参加し
たテレビドラマ作品に端的に表れている。そこには、当時の表現者たちによる実験的な試みや、大衆との折衝の
あり様が明確に刻まれている。

研究成果の概要（英文）：The achievement of this research project revealed that television in the 
1950s and 1960s was a medium that literary and other intellectuals had high expectations for. 
Television at that time also had an aspect as a medium that could directly convey artistic 
expressions to the masses. That expectation is clearly reflected in the TV drama works that 
participated in the art festival that was active at that time. There, the experimental attempts by 
the artists of the time and the way of negotiations with the masses are clearly engraved.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
1950～60年代の芸術祭に参加したテレビドラマ作品や、当時のテレビ業界の状況を調査することで、私たちの日
常ともなっているテレビ映像、ひいては映像表現そのものの日常生活への浸透が、現在の姿とは異なった形で生
成する可能性を持っていたことが明らかになった。当時の試みを考察することは、現在のテレビや映像表現のあ
り様を再考することに繋がるであろうし、今後の表現に対する問題提起にもなるように考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 

2011 年にテレビの地上アナログ放送が終了し、インターネットの普及などによってテレビと
いうメディアが相対化され、歴史化される状況となったにもかかわらず、テレビ文化と〈文学〉
との関係性を問う研究は、『テレビドラマ原作事典』（日外アソシエーツ 2010 年）等の事典の
存在を除いて、体系的な形では存在しなかった。そのような状況の中で、1980 年代以降の日本
近現代文学研究において取り入れられ始めたメディア論の視座を参考にしつつ、科学研究費助
成事業の若手研究（B）として研究課題「1960 年代のテレビ文化黎明期におけるテレビドラマ
制作と〈文学〉」（2013～2016 年度）を申請し、採択後、本格的に研究に着手した。その延長上
に本研究課題「テレビ文化黎明期におけるテレビドラマの芸術性と〈文学〉」（基盤研究（C）2017
～2020 年度）があり、「1960 年代のテレビ文化黎明期におけるテレビドラマ制作と〈文学〉」で
明らかになった問題を、より具体化、深化する目的のもと、本研究課題はスタートした。したが
って、本研究課題の開始当初から、行うべき作業や、その方法、目的も明確であった。 
 
２．研究の目的 
 
本研究課題は、1950～60 年代のテレビドラマを分析対象とするものであったが、映像が現存

する当時のテレビドラマのほとんどが芸術祭受賞作品であったため、それらを中心に考察を行
った。テレビドラマと、その脚本を担当した文学者との関係の総体を調査し、テレビを通じた大
衆への芸術表現の伝達のあり様を明らかにすることを目的とした。また、映像が現存しない場合
でも、活字資料を用いて、テレビやテレビドラマ制作にかかわった文芸評論家の佐々木基一、詩
人の谷川俊太郎、歌人の寺山修司らの動向も調査した。加えて、NHK の和田勉ら、テレビドラ
マの演出に携わったテレビ業界の関係者と文学との関係を考察することで、本研究課題の目的
をさらに拡大した。そして、これらの個々の研究成果を単著としてまとめることも目的の一つで
あった。それは拙著『テレビドラマと戦後文学 芸術と大衆性のあいだ』（森話社 2020 年 12
月 全 475 頁）として実現することになった。 
こうした研究目的を達成したことによって、これまで個別の作家に収斂していた研究が、テレ

ビドラマと文学との関係をめぐる全体的な動きの中に再配置されることになった。同時に、テレ
ビドラマの脚本家としてはこれまで扱われることのなかった作家とテレビとの関係も明らかに
なり、それぞれの作家の個別性を越えたところでこの現象を捉える視点が確保されることにも
なった。本研究課題は、日本近現代文学研究においてこれまでに存在しなかった体系的な研究を
目指していたし、メディア史、風俗史、歴史社会学、映像学といった多くの研究領域においても
意義を認められる研究を目指していた。さらに、それは、テレビというメディアに支えられたわ
れわれの日常を歴史的に問い直す目的も持っていたし、大学や学界を越えたところで本研究課
題の研究成果が共有されることも企図していた。テレビ文化黎明期における芸術的テレビドラ
マの可能性を問うことは、現在のわれわれの目の前に現前しているテレビとは全く異なる姿を
追跡し、現在のテレビ文化を批判的に捉え直すことでもあった。 
 
３．研究の方法 
 
 本研究課題は、日本文学研究としては特異な性質を持つものであり、共同研究には馴染まない
課題であるため、全期間にわたって、申請者が単独で研究を行う体制を採った。 
 映像が現存するテレビドラマ作品を主要な分析対象にし、その脚本を担当したそれぞれの作
家とテレビとのかかわりや、そのテレビドラマを制作した頃の状況、評論家や視聴者の反応など
を調査し、そのテレビドラマを考察、評価した。調査したのは、当時のテレビ映像、雑誌、新聞
などであった。その上で、当時のテレビ業界を把握し、テレビドラマの物語類型や表象にも目を
配った。さらに、当時テレビドラマ制作にかかわったテレビ関係者や作家にインタビューするこ
とで実証性を高めた。 
こうした研究成果を整理し、1950～60 年代の文学者たちとテレビドラマとの関係が概観でき

るよう個々の研究成果の接続を意識した。 
 
４．研究成果 
 
 本研究課題の遂行期間に発表した論文は、「一九六〇年代初頭における寺山修司とテレビ―政
治・土俗・大衆―」（『人文学』第 200 号 2017 年 11 月 199～240 頁）、「三好十郎作「獣の行
方」を読む／視る」（『人文学』第 202 号 2018 年 11 月 131～150 頁）、「佐々木基一の『テレビ
芸術』とテレビドラマ アクチュアリティの追求」（鳥羽耕史・山本直樹編『転形期のメディオ
ロジー 一九五〇年代日本の芸術とメディアの再編成』森話社 2019 年 9 月 207～230 頁 全
343 頁）である。2018 年 7 月には、NHK 番組アーカイブス学術利用トライアル研究発表会 2018



の発表者に選出され、研究発表「和田勉の演出技法―芸術的テレビドラマの探求―」を NHK 放
送博物館メディア・ラボで行った。 
また、当時テレビドラマ制作にかかわった詩人谷川俊太郎氏へのインタビュー記録である「谷

川俊太郎氏に聞く「寺山修司とテレビ」」（『同志社国文学』第 87 号 2017 年 12 月 121～132
頁）もある。このことがきっかけとなり、谷川氏へのインタビューと、谷川氏のテレビドラマ脚
本を収録した『谷川俊太郎 私のテレビドラマの世界 『あなたは誰でしょう』』（ゆまに書房 
2020 年 3 月全 411 頁）も編集した。さらに、（2013～2016 年度の研究課題「1960 年代のテレ
ビ文化黎明期におけるテレビドラマ制作と〈文学〉」（若手研究（B））を遂行していた際に発表し
た論文と、書き下ろしの論考を集め、本研究課題の集大成である『テレビドラマと戦後文学 芸
術と大衆性のあいだ』（前掲）を刊行した。 
 『谷川俊太郎 私のテレビドラマの世界 『あなたは誰でしょう』』では、これまであまり知
られていなかった谷川氏のテレビ表現を可視化することができたし、単著『テレビドラマと戦後
文学 芸術と大衆性のあいだ』では、テレビ文化黎明期における文学者と〈文学〉の役割を明ら
かにすることに成功した。 
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